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これは、齋藤家（現・前橋市池端町）が代々開いていた寺子屋（手習い道場）

に通っていた筆子の名簿です。筆子は寺子ともいい、今でいえば学校の生徒や塾

の生徒のことです。子どもたちは寺子屋で読み書き・算盤のほか、場合によって

は儒学なども学びました。寺子屋は多くの村にあり、当時の高い識字率の元とな

っていました。 

 この名簿には画像（下部）のように、「入学」の年月日が書かれている箇所もあ

ります。 

また、画像（下部）は天保 13（1842）年～15 年の部分ですが、この名簿が明治

期に作成されたためか、全員に苗字が書かれています。 

少数ではありますが、貞（さだ）、鶴（つる）、うら、などの女子が学んでいた

こともわかります。彼女らは、隣の大久保村（現・北群馬郡吉岡町）から通って

いました。 

残念ながら、その後の文久２（1862）年に亡くなった筆子もいました（○印が

付いている２名）。 

 この名簿が明治 10（1877）年に作成された理由は書かれていませんが、作成者

の齋藤吉次郎については、明治 13 年に群馬県から出された学務委員當撰の辞令が

伝わっています（No.79）。青梨子小学校に関するものと思われます。齋藤家が明

治期以降も子どもの教育に携わっていた様子がうかがえます。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


